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第17回

足立の花火
7月27日( 木)
午後7時15分～8時45分

( 打ち上げ午後7時30分から)
※ 荒天の場合は28日に順延
荒川河川敷 (千住新橋～

西新井橋間)

当
E
は
、
大
麌
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ホ
歹
。
観
覧
等
に
つ
い
て
は
、
次
Q
R

に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

・
会
場
で
ご
覧
の
皆
さ
ん
へ

▽
立
入
`
m
区
域
(
図
1
)
に
は
入
ら
　

な
い
で
ぐ
だ
さ
い

▽
千
住
新
橋
、
西
新
井
橋
卜
が
ら
の
観

』
ほ
禁
止
で
す

▽
会
場
に
は
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
あ
n
ま

廿
ん
の
で
、
自
転
車
に
よ
る
ご
来
場

喩
溘

塚
ぐ
だ
さ
い

マ
ゴ
ミ
は
所
定
の
場
所
に
お
捨
て
ぐ
だ

さ
い

な
お
、
会
場
内
に
響
察
、
消
防
の
本

部
、
救
護
所
素
吁
て
い
零
歹
。
緊
急

の
場
合
に
は
、
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。
ま

た
、「
め
ぐ
り
あ
い
の
唔
」
(
千
住
側
と

梅
田
側
の
X
ヵ
所
)
素
膃
い
¥
ヂ
の

で
、
待
ち
合
わ
せ
等
に
'
舶
用
く
だ
さ

い
。

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

▽
会
場
周
辺
の
道
路
(
図
2
黒
色
部

分
)
は
、
午
後
1
時
か
ら
終
了
予
定

の
且
駟
芬
ご
ろ
ま
で
、
車
両
は
通

行
幕
止
と
な
n
蕃
歹

▽
首
都
高
速
中
央
環
状
線
千
住
新
橋
ラ

ン
プ
の
出
入
り
は
で
孝
ま
せ
ん
。

』
花
火
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

等
へ
、
防
災
シ
ー
ト
を
か
け
る
な
ど
の

監
視
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
周
辺
の
企
業
・
営
業
所
の
皆
さ
ん
へ

花
火
を
哭
し
く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に
'
傴
力
簒
顴
い

し
豕
す
。

問
先
卜
足
立
区
観
光
協
会

(中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

図1 立入禁止区域・観覧鳩所等

図2交通規制案内( 午後6時～9時30分ごろまで)

緊
急
災
害
対
策
と
し
て

3
億
5
千
9
2
0
万
円
余
を
補
正
計
上

平
成
7
年
度
第
一
次
一
般
会
計
補

正
予
算
が
区
議
会
第
2
回
定
例
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
、

避
難
所
お
冨
小
・
中
学
校
へ
の
埋

め
込
み
式
ト
イ
レ
の
設
置
(
L
億
5

千
4
2
0万円
)
や
区
民
消
火
隊
の
消
火

ポ
ン
プ
の
愍
爾
(
3
千
2
0万
円
)
な

ど
、
す
べ
て
緊
急
災
害
対
策
の
た
め

の
経
費
套
Σ
し
声
処

。(予
鼻
課
》

k小・中学校に設置されるトイレ

博
物
館
ス
ポッ
ト
展

あ
だ
ち
の
歴
史
と
文
化

「
戦
争
と
足
立
」

足
立
の
歴
史
と
又
化
豪
よ
ひ
く
わ
し

く
紹
介
す
る
ス
ポ
ッ
ト
展
で
は
、
「
戦

争
g
笠
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
声
じ

た
。
区
内
に
墜
落
し
た
B
2
9
の
轡
明

警
防
団
の
用
具
な
ど
の
「
空
襲
と
防
?

に
関
す
る
資
料
を
晨
示
し
、
区
内
に
お

け
る
戦
争
の
記
録
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。
期
日
日
&
月
2
0
ほ
ま
で
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
(
月
曜
休
館
)
入

館
料
凵
▽
大
人
・・・
2
0
0
円

マ
小
・
中
学

生
:
巾
円
(
2
0人
以
上
の
団
体
は
半

額
)

場
・
問
先
日
郷
十
薄
物
館

酋
(
q
χ
り
2
0
)
9
3
9
3

夏
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る

東部・西部障害福祉総合センター
中・高校生対象

日程等= 下表 対象= 区内在住の中学生および高校生

体験内容= 車いすの介助、レクリエーションなどに1 人2

日間参加 申込= 電 話

老
人
ホ
ー
ム

「
ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の
」

「
ゆ
う
あ
い
の
郷
・
扇

」

高
校
生
以
上
対
象

区
内
の
孝
人
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
し
て
み
ま
廿
ん
か
。
期
日
。

場
所
H
▽
「
ゆ
う
あ
い
の
郷
・
扇
」
…

8
月
1
日
～
5
日
▽
「ゆ
つ
あ
い
ら

ん
ど
・
さ
の
」
…
旦
月
1
5
日
～
1
9
日

対
象
卜
高
校
生
以
上
の
青
年

定
S
卜

各
施
設
T
人

費
用
日
無
料
(
保
険
料

の
み
自
己
負
担
)

申
・
問
先
日
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
0
)
0
0
6
1

お
菓
子
工
場
見
学
と
食
品
テ
ス
ト

私
た
ち
の
食
べ
る
食
品
が
、ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
運
ば
れ
て
い
る

か
、区
内
の
市
場
と
お
菓
子
工
場
を

見
学
し
て
学
び
ま
せ
ん
か
。食
品
テ

ス
ト
`
)
行
い
嫐
y
。日
時
卜
8
月

7
・
8
日
、午
後
L
時
～
t
時
(
予

定
)
対
象
卜
小
学
校
4
～
6
年
生

の
児
童
と
そ
の
保
護
者
(
冫
人
1

組
)

定
員
H
1
0組
唄
人
(
抽
選
)

費
用
H
1
0
0円

申
込
卜
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
児
童
の
年
齢
、
電
話
番

号
、
覓
学
希
屏

と
明
記

期
限
H
7

月
2
0
E必
着

申
・
問
先
卜
千
住
保

健
所
食
品
衛
牛
葆

〒
1
2
0千住
仲
町
2
4
1
2

゛
(
3
a
8
)
4
9
7
7

「自由研究」のご相談は
消費者センターへ

消費者センターのテスト4t ぐは、グルー

プや親子でr 簡車なテスト をしながら楽し

く学べる」テスト教室を行っています。家

庭でもでき る簡単なテスト の紹介やテスト

器材、ビデオ教材 の貸し 出し も行 っていま

す。夏休みの自由研 究などもお気軽にご 相

談ください。 テーマ例=( D 兔兒添 加勧を

テストし よう ②飲み物、果物の糖分はど

れくらい?( l ) 牛乳パック から手すきハガ

キをf iΞろう 申・罔先= 消費者センター

S3880- 5385

夏
捧
み
に
親
子
で参加する

毎月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
ご
利
用
く
だ
さ
い

休
養
ホ
ー
ム
(
国
民
宿
舎
無
料
利
用
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

□
休
養
ホ
L
ム
国
民
宿
舎
が
無
料
で

悧
響
罌
夭
場
所
H
驚
λ

吠
埼
、軽
井
沢
な
ど
U
刀
所
対
象

H
-
宿
泊

料
日
無
料
`
卿
じ
、入
湯
税
や
季
節

に
よ
る
特
別
宿
泊
料
金
の
差
箏
な
y
ほ

自
己
負
担
(
年
度
内
冫
泊
ま
で
)

申

込
茗
2
S
設
へ
直
接
予
約
(
必
茗
笠

区
ひ
と
叮
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と

い
っ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
後
、
各
福

祉
事
務
所
ま
た
は
児
脛
筬
佩
の
窓
口

で
、
利
用
券
を
交
付
(
母
子
年
金
・
児

童
扶
養
乖
当
証一
、
児
章
育
威
乖
当
支

払
通
知
番
な
ど

ひ
と
ひ
観
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
謇
F
x
y

劭
か
な
″痔

皀

※
く
わ
に‥
'く
は

卮
立
区
ひ
と

り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
の
利
用
案
内
」

竃

』覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
日
各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)
‘素
ほ
千
住
本
庁

舎
・
児
竃
助
成
係

□
ホ
ト
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
対
象
=
K

婁
晟
乖
当
の
受
給
資
格
者
で
、
中
学

生
以
下
の
児
竃
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

内
容
u
親
吏
ほ
中
学
生
以
下
の
子
叺

が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
り
こ
き
家
事
や

育
1
1
尽
T
ム
ヘ
ル
パ
ー
螽

遣
(
長
期
昃
病
・
入
院
等
は
対
象
外
)

/
F
度
の
申
瑣
ぢ
回
以
内
、
年
間
2
0

回
ま
で
/
午
前
'
卜
時
～
午
後
7
時
の
間

で
連
繝
&
時
間
吏
ほ
t
時
間
夲
r
回

申
込
&
新
篶
な
ど
、
疾
病
を
証
明
で

霤
宏

と
印
か
ん
を
持
参
し
介
護
券

の
交
付
奮
又
け
て
く
だ
さ
い

繋
急
の

場
合
は

～

に
よ

ひ
代
理
の
方
の
采
所
可
)

申
・
問
先

卜
千
住
本
庁
舎
・
思
慕
叨
虞
係

表1 福祉事務所一覧

障
害
者
の
方
へ

生
活
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

日
時
日
表
2

棚
所
卩
竹
の
獗
障
害
福

祉
館

申
込
=
電
話
予
約

申
先
日
　
(
3
8
8
3
)
6
1
7
1
F
A
X
(
3
8
8
5
)
5
0
7
0

問
先
基

宋
庁
舍
・
障
售
福
祉
課
計

匯
髱
係

表2 障 害 別 相 談 日

喜
寿
(
満
7
7
歳
)
・
傘
寿
(
満
8
0
歳
)

・
米
寿
(
満
8
8
歳
)
の
方
へ

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
は
り
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

箟
7
平
成
8
年
1
月
ま
で
の
毎
週
金

S
日
、
午
前
1
時
3
0
分
卜
午
後
t
時
3
0

分
(
&
月
、
1
月
、
侭
口
等
奮
隊
く
)

場
所
从

必
罹
障
害
福
祉
館
t
s
a
=

毎一

月
曜
日
、
午
前
1
時
か
ら
会
場
で

予
約
篶
駝
付

問
先
H
千
住
本
庁
舍
・

障
害
福
祉
課
、
襲
扁

祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
付
中

満
州
事
変
以
後
重
人
・
軍
属
・
準

軍
讐
じ
て
、
戦
闘
公
務
に
よ
n
戦
死

衷
ほ
そ
?
岩
の
働
祠
が
原
因
で
死

亡
き
れ
た
方
の
邇
族
で

次
に
該
当
す

る
方
は
、
特
別
弔
髮
忝
舗
求
で
膏
i

す

対
象
H
峨
没
者
死
亡
当
時
の
I

親
等
内
親
族
Q
つ
ち
、
法
で
足
め
る
旡

順
位
者
で
、平
成
7
年
4
月
1
日
現
在
、

遺
族
内
に
公
務
扶
助
料
・
進
族
年
金
等

の
受
給
権
者
が
い
な
い
方

支
塑
蠱
=
S
K

円
(
1
0年
償
還
国
色

申
・

問
先
悲

末
庁
舎
・
民
牛
葆

国

保

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
恩
頑
保
険
料
の
駟
期
限
哇
毋
月

末
膃
手

。
必
ず
励

厦
ま
で
に
納
め

て
ぐ
だ
さ
い
。
1

め
な
い
で
い
'
9
こ
、
税
隹
硲
夕
尚
じ

ぷ
冫
に
財
産
の
差
押
机
芬
を
鷽
け
る
こ

と
も
あ
n
汞
y
。
災
害
や
病
気
・
倒
産

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
減
額

災
諤
に
あ
っ
た
ひ

自
営
菜
の
方
が

倒
産
・
破
瞿
レ
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
生
活
に
困
り
、
責

な
ど
の
亊
憐
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
遅
れ
て
い
る
万
ほ
、
納
付
方
法
に
つ

い
て
、
粕
談
く
だ
さ
い
。
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
濳
納
輅
理
第
丁
二
係

四
(
3
8
8
0
)
5
1
-
4
1

産
・
能
力
の
活
用
一
凶
っ
た
に
赴
一一か

わ
急
桑
険
料
の
支
払
い
が
で
瘴
な
く

な
っ
た
!
[
ほ
、
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
垪
得
創
額
を
瓢
學
簒
制
度
が
あ
ひ

ま
す
1

ヵ
月
を
限
底

。
た
だ
し
、

通
常
の
失
業
・
退
取
、
病
気
に
よ
る
収

き

せ
ん
。
申
舗
さ

れ
る
方
は
、
電
晒
な
ど
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。な
お
鍼
顕
で
き
る
の
は
、

申
請
月
以
降
の
保
険
料
で
歹
。

問
先

日
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
民
健
康
保
険
料

納
入
通
知
書

2
1日
に
お
送
り
し
ま
す

平
成
7
年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴

い
、
今
年
度
国
恩
震
保
険
料
が
決
ま

Q
F
レ
た
。
保
険
科
決
定
通
知
書
と
、

7
月
ト
ー
月
分
駟
付
書
お
よ
び
一
括
払

。-3
用
(
盒
罰
一
)
納
付
I
を
、エ
矼

日
に
郵
送
し
豕
y
。た
だ
し
。平
一
一
?

年
度
住
民
税
が
確
定
し
て
い
な
い
方

(申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)

は
、
平
成
6
年
度
の
住
民
税
に
蔓
つ
い

て
計
算
し
て
あ
り
豕
歹
。こ
{
y
6
7
な

方
に
啄
、
今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た

時
点
で

。正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た

納
入
通
知
釁

寿
胥
し
手

。

問

先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、国
民
健
康

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
歹
。口
座
振
替
を

利
用
y
れ
ぱ
、納
め
に
行
ぐ
手
間
が
省

は
姜
心
冫
。苫
蓊
用
く
誓

い
。申
込
瓦
`
金
口
座
の
あ
ゑ
巌

機
関
(
郵
便
局
夲
啄
ぐ
)
枩
ほ
区
担

当
課
窓
口
、
各
区
民
事
務
所
に
、
預
金

通
蠎
1

祺
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書

を
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

問
先
=

▽

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納
税
課

四
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・一

禺
健
康
保
険

課

四
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

▽
国
民
年
金
保
険
料
・・・
国
氏
年
金
課

四
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
y

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
卜
表
3

内
容
品

罠
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

な
お
今
月
の
夜
間
相
談
は
、

鳫
浜
セ
ン
タ

袴
い
ま
す
。

問
先

日
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
甼
笛
課
推
進

係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表3　 ねんき ん出 張相談日程表

ご
利
用
く
だ
さ
い
(
6
0
)
(
歳
)(説
)(明
)(会
)

日
時
=
t
-
m
5
3
m
(
火
)
、
午
前
1
0
時
と

午
後
―
時
の
I

凹
(
受
付
は
、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
卜
中
央
本
町
庁
舎

と

な
り
プ
レ
(

ブ
会
議
室

対
象
=

昭

和
1
0
年
8

月
2
日
F
9

月
1

匯
生
ま
れ

の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
日
年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
肭
手

―

相
談
(
受
付

順
)

問
先
乱
冱
余
町
庁
舎
・
適
用

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
1
0
)

大
正
3
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が

始
を

と
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
"
見
越
k

失
地
主
や
商
社
、
米
商
人
な
ど

が
投
機
的
な
米
の
買
い
占
め
を
行
っ

た
榿
果
、
大
正
7
年
1
月
ご
う
か
ら

米
価
は
天
井
知
ら
ず
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
に
上
が
n
ま
し
た
。

大
阪
で
は
、
米
L
升
2
3
銭
だ
っ
た

の
が
、
冫
刀
月
後
の
&
月
に
は
倍
近

い
卵
竸
以
上
に
も
な
っ
た
ほ
ど
で

す
。大

正
7
年
の
買
い
占
め
に
よ
る
米
価

の
異
状
尽
厦
卜
が
り
。
し
か
し
、
質
金

は
い
っ
こ
う
に
上
が
り
轟
尤
。

そ
の
結
果
、
米
i

にせ
運
動
、
す
な

わ
ち

。米
騒
助
'
が
起
孝
乖
ふ
、
こ

れ
が
部
落
解
放
へ
の
立
を

か
り
の
き

っ
か
け
に
叭
な
q
r

だ
。

米
騒
動
は
、
大
正
7
年
の
で
月
に
富

山
県
の
魚
津
、
隋
川
な
ど
の
昴
民
の
主

婦
が
米
よ
こ
せ
運
動
を
貽
め
た
9

″き

っ
か
け
と
し
て
a

月
に
入
っ
て
全
国

に
広
が
っ
て
い
さ
声
レ
だ
。

そ
の
規
模
は
、
全
国
で
数
十
万
人
に

も
の
ぼ
る
人
々
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ

廖
y
が
、
同
和
地
区
の
人
々
叭
萇
い
間

菁
じ
い
牛
居
状
態
だ
っ
な
y
5
の
っ

て
、
多
く
の
人
が
t
U
F

処

。

米
騒
動
を
き
っ
か
け
に
、
同
和
問
題

は
。
重
大
な
襲

鬪

堋
と
し
て
認
掀
さ

れ
て
き
ま
レ
た
。

こ
9
ち
な
運
動
の
中
原
同
和
地

区
の
人
び
と
は
、
自
ら
の
力
で
解
放
を

か
ら
弧
昇
`
口
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う

自
巻
氤
ぢ
、
団
結
の
力
を
知
る
ぷ
つ

に
な
っ
た
の
で
y
。

○
同
和
問
題
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
衵
碼
一
へ
。

掲
示
板

□
冪―
回
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
テ
ー
マ
=
「
東
京

発
人
旛
と
ふ
れ
あ
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
s
」
日
時
日
7
月
2
7
日～
2
8
R
、

午
前
u
時
叩
分～
午
後
`
卜
時
場
所

=
都
庁
都
民
ひ
'
{ぽ

都
民
ホ
ー
ル

他

内
容
H
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
県

の
即
売
物
産
戛
、
同
和
問
題
啓
発
資

料
展

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

問
先
=

都
・
同
和
対
策
部
企
回
指
導
室

(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

□
東
京
都
駅
前
放
輩
目
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
募
集

対
象

川
都
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
万

内
容
H
(
ガ
キ
r
通
に
標
語
L
尽
と

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
、
何
で
募
集
を
知
つ
た

か
を
明
記
(
都
外
居
住
者
は
勤
務
・

通
誉
S

所
在
地
夲
記
入
)

期
限
H
7

月
3
1日
消
印
有
効

※
表
彰
等

有

入
選
作
の
著
作
権
は
鄙
に
帰
属

問
先
卜
都
・
交
通
安
全
対
策
室

〒
1
6
3
-
叭
西
新
宿
2
-
8
-
1

(
5
3
8
8
)
3
1
2
D

□
み
や
ぎ
・
お
だ
い
下
水
道
ミ
ニ
フ
ェ

ア
(
区
郎
下
水
道
Ⅲ
%
昔
及
概
咸
記

念
)
日
時
=
7
月
釘
は
汞
)
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
場
所
卜
下
水
道
局

小
台
処
理
場

内
容
旦
蓉
覧
学
会
、

ア
ニ
メ
映
画
上
映
、
金
魚
す
く
い
大
会

ほ
か

※
記
念
品
贈
呈
有

問
先
=

都
・
小
台
処
理
場

(
3
9
-
9
)
7
0
0
1

ひ

ろ

ば

□
第
趾
閼
足
立
区
障
寨
者
夏
ま
つ
り

7
月
2
3
見
日
)
、
午
後
―
時
3
0
分
～
午

後
&
時
(
雨
天
決
行
)
/
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
・
模
擬
店
等
/
都
立
驃
孔
養
護
学

校

足
立
車
検
場
下
車
)
栗
林

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
い
こ
う
共
同
保
窶
鴫
バ
ザ
ー
7
月

1
6
旦
日
)
、
午
前
1
0
時
～
/
足
立
保
健

所一

、
保
育
園
前
/
日
用
雑
貨
の
暃
哢

を
お
願
い
し
豕
歹
/
い
こ
冫
共
同
保
育

園
　
(
3
8
5
3
)
0
8
P

フ
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健

康

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
で
す
)

□
涓
化
器
か
ん
検
診
一
が
な
穆
と

大
腸
が
ん
検
診
で
y
。
対
象
莪
贏

以
上
の
区
民
期
限
比
屁
月
に
受
診
を

希
單
莨
芳
の
申
し
込
み
呼
&
品
苜

※
冐
を
切
除
し
た
方
、
胄
の
病
気
で
治

療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
i

彩
れ

る
方
ほ
受
診
で
き
ま
せ
ん

□
女
性
の
か
ん
検
診
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
廖
y
。

対
象
日
3
0歳
以
上
2

硅
区
民

場
所
H

区
内
実
廖
蘗

機
関

受
診
日
卜
受

診
票
の
指
定
期
間
内
に
I

機
関

と
相
談
9

龠
瑟

□
成
人
健
康
診
査
心
臓
、
肝
臓
、
じ

ん
臓
の
訶
気
や
鱗
尿
訶
、
高
血
圧
、
高

脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
る
嘉
禾
的
な

も
の
で
y
。
対
象
=
4
0
歳
以
上
6
4
歳
　

(昭
和
i
年
ぞ
月
I
E
以
降
生
ま
れ
)

ま
で
の
区
民

場
所
H
区
内
実
施
医
療

機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

ラ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
。
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
蠹
明
配
。
受
診
罘
こ
案
内

氈
靈
卩
¥

ヂ

※
消
化
器
が
ん
検

黯
ほ
、
詼
4
の
ほ
程
か
ら
検
診
E
、
場

所

第
―
希
留
袤
で
)
も
明
記

申
・

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
塑
應
1
-
4
1
1
8

食
と
健
康
教
室
　
親
子
で
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
!

ら
く
ら
く
メ
ニ
ュ
ー
を
親
子
で
挑
戦

し
て
み
ま
廿
ん
か
。
日
時
日
7
月
2
1

日
・
2
6
日
、
午
後
L
時
3
0
分
廴
&
劭

分

対
象
H
小
学
校

笛
卞
6

年
生

ま
で
の
饅
ど
子

定
員
H
1
5組
(
先
着

順
)一
用
H
無
料

問
先
=
足
立
保
健

所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

精
神
保
健
講
演
会

「
老
人
ぼ
け
の
予
防
と
介
護
」

日
時
=
7
月
2
1
日
(
金
)
、
午
後
1
時
～

4
時
場
所
H
伊
興
区
民
事
務
所
2
階

対
象
H
関
心
の
あ
る
万
な
ら
ど
な
た
で

も
内
容
=
B
S
S
^
(
に
ぼ
け
の
症
状

が
夊
れ
た
と
さ
の
対
応
方
法
講
師

=
関
山
寛
治
氏
(
t
癸
と
協
立
病
院
精

神
科
医
師
)

定
員
H
5
0人
(
先
着
順
)
1
7

無
料

申
・
問
先
H
足
立
保
健

所
保健指
導係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
等
=
K
5

対
象
=
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
・
中
性
脂
肪
の
気
に
な
る
方

定

長
日
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
H
血
液

検
杏
萪
Ⅲ
円

申
込
=
電
話

楊
・
申

・
問
先
涯
冱
棟
健
屏

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

夏
バ
テ
を
防
ぐ
栄
養
プ
ラ
ン
教
室

日
時
l
&
M
u
籥
・
`
苜
(
水
)
午

後
L

時
叩
}
T
3

時
3
0
分

内
容
=

▽
1

日
目
・・・夏
バ
テ
を
防
ぐ
栄
養
{
と

り

方
・
献
立
と
は

、
調
理

実
演
・
試
食

(
ご
飯
茶
わ
ん
・
小
皿
・

し
・
筆
記

用
具
を
持
参
)

▽
2

日
目
・・・
体
力
づ

く
ひ
と
壮
笈

昌

邇
勳
し
や
歹
い

服
装
こ
靴
)
対
象
H
区
内
在
住
・
在
勤

の
万

定
員
乱
i

蔔
人

費
用
H
無

料

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
卜

東
和
保
健
相
欝

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表4　 消化器がん検診日程

表5　 高脂血症予防教室

第
4
5回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
区
民
の
集
い
」

日
時
―
&
狛
旦
水
)
、
午
後
1

時
場
所
&
S
顯
プ
ル
ミ
エ
内
容

日
▽
講
演
会
・・・
講
釈
師
一
能
斎
貞
花

▽
中
凖
生

村
叨

運
動
標
語
表
彰
ほ
か

定
員
H
2
0
0人(

先
着
順
・
無
料
)

主
催
悲
趾
笳
明
る
く
す
l
運
動
足

立
区
実
施
委
員
会

問
先
卜
千
住
本

庁
舎
・
民
生
係

生
活

環
境

「
南
千
住
北
部
地
区
住
宅
街
区
(
E
街

区
)
建
設
事
業
お
よ
び
都
市
計
画
道
路

補
助
線
街
路
第
3
2
1
号
線
建
設
事
業
」の

環
境
影
響
評
価
書
案
の
公
示
・
縦
覧

都
環
境
影
鬻
跖
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
、
7
月
1
7
E
(
月
)
に
環
境
影
一

評
価
書
謇
泯
余
し
、
次
り
弧
肓
縦

覧
し
零
歹
。
ま
た
、
評
価
書
案
の
内
容

に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意

見
の
あ
る
7
7
ほ
、
意
見
世
籥
田
寸
気
'

こ
と
が
で
孝
豕
歹
。
期
間
辱
日
7
月

1
8
日
廴
&
祕
g
(
た
だ
し
、
土
、
日

曜
日
は
除
く
)
、
午
前
1
時
3
0
分
～
午

後
t
時
3
0
分
縦
覧
場
所
卜
千
住
本
庁

舎
・
環
境
課
、
都
・
環
視
影
詈
膵
価
審

査
蚕
(
都
庁
第
F
本
庁
舍
北
塔
3
6
階
)
、

都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合

同
庁
舎
を
階
)
※
中
央
図
一
館
、
東

綾
瀬
区
民
事
務
所
、
佐
野
区
民
事
務
所

で
も
閲
覧
で
孝
豕
y
意
見
S
の
提
出

期
限
叱
昌
M
日
意
見
書
の
提
出
・

問
先
卜
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3
-
叫
西
新
宿
2
-
8
-
―

四
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

ま
た
、
評
価
一
案
の
内
容
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
よ
る
説
盟
覃
次
の
と
お
り

行
い
ネ
y
。
日
時
等
H
7
月
2
4
日
・
・
・

千
寿
第
四
小
学
探
体
育
館
/
7
月
2
5
E

卜
東
綾
瀬
中
学
校
体
育
館
/
7
月
2
8
E

…
辰
沼
小
学
校
体
育
館
、
い
ず
れ
も
午

後
6
時
叩
分
1
午
後
1
時
3
0分

間
先

卜
▽
盾
l

翆
・
住
宅
・
都
市
整
備
公

団
・
東
京
川
9
1

市
整
備
事
務
所
事

業
第
1
課

(
3
8
0
5
)
6
4
0
1

▽
都
市
計
画
退
路
…
荒
川
区
街
づ
く
り

推
進
部
再
開
発
計
画
課

7
3
8
0
2
)
3
1
1
1

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
た
建
築
物
の

解
体
・
改
修
工
事
に
は
届
出
が
必
要
で
す

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
建
材
が
陟
乕

さ
れ
て
い
盃
屬
簗
物
の
解
体
・
改
修
工

事
糞
耳
場
合
、
都
公
害
防
止
条
例
で

定
め
る
篆
乖
に
叺
と
つ
く
飛
散
防
止
対

策
と
ζ
も
に
、
工
事
の
1
0日
乖
ま
で
に

届
出
が
必
薯
ζ
な
n
汞
"
(
ア
ス
ベ
ス

ト
建
材
の
種
類
お
よ
び
量
に
よ
っ
て

は
、
届
出
の
必
煢
一
一
な
い
豐
冢
あ
ひ

求
y
)
。

な
お
、
区
刄
吊
小
企
業
の
万
々
を

対
象
に
。
同
工
事
に
要
t
な
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。。

申
・
問
先
葺
t
住
本
庁
舎
・
環
境
課
指

導
一
・
二
係

募

集

非
常
勤
保
健
婦

区
`
翼
へ
の
保
健
指
導
。
各
種
健
診

業
務
の
補
助
に
従
事
t
Q
方
を
募
笋
し

求
y
。
対
象
H
保
健
婦
資
格
を
有
す

る
4
5歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

勤
務
場
所

H
千
住
本
庁
舎
報
酬
=
月
額
1
9
万
茖

千
円

勦
務
時
間
H
週
3
0時
間

申
込
H

電
話

期
限
H
7
月
2
1日

申
・
問

先
卜
千
住
本
庁
舎
・
健
康
管
理
係

古千谷 ・舎人地区の

住居表示を7月24日
から実施します

区
は
、
昭
和
3
9
年
か
ら
「
住
居
表
示

に
関
す
る
法
律
」
に
葵
ぎ
、
住
居
表

示
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
当
旭
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
次
の
地
区
で
住
居
表
示
を
実
施
し

欒
y
。
こ
れ
で
区
{
葯
9
7
%
の
地
区
が

実
施
済
み
と
な
り
汞
y
。

一
実
施
す
る
町
区
域

▽
古
千
谷
本
町

一
丁
目
(
古
千
谷
三
丁
自
の
全
部
お
よ

び
入
谷
町
の
一
部
)

▽
古
千
谷
本
町

二
丁
目
(
古
千
谷
四
丁
目
、
舎
人
一
丁

目
布
丙
χ

谷
町
の
各
一
部
)

▽
古

千
谷
本
町
三
丁
目
(
古
千
谷
四
丁
目
、

古
千
谷
五
丁
目
、
舎
人
二
丁
目
、
舎
人

三
丁
訊
欒
癶
舌
千
谷
町
の
各
一
部
)

▽
古
千
谷
本
町
四
丁
目
(
古
千
谷
四
丁

目
、
古
千
谷
五
丁
目
、
古
千
谷
町
お
よ

び
東
伊
興
町
の
各
一
部
)

▽
舎
人
二

丁
目
(
舎
人
二
丁
目
の
一
部
)

▽
舎

人
三
丁
皀
(
舎
人
三
丁
目
苓
ひ

舎
人

町
の
各
一
部
)

▽
舎
人
四
丁
目
(
舎

人
町
の
一
部
)

・
新
し
い
住
居
番
号

今
ま
で
の
住
所

は
、
町
名
と
土
地
の
地
番
を
便
っ
て
表

し
て
い
奔
し
た
が
、
新
し
い
住
居
表
示

で
は
、
道
路
な
ど
で
区
画
さ
れ
た
街
区

の
番
号
と
各
戸
の
建
物
に
つ
け
た
住
居

香
Z
碓
忿
B
せ
て
、
Q
‥
一
町
「
‥
‘
」

目
○
番
〔
嶌
と
い
う
表
示
の
仕
方
に
変

わ
吟
憂
t
。
7
月
2
4
a
か
ら
は
、
新
し

い
住
居
番
朞
忝
お
使
い
く
だ
さ
い
。

―
票
板
の
取
ひ
付
け
町
の
街
区
の

角
に
街
区
表
示
板
を
、
各
建
物
に
は
戸

重
瑟
敢
ひ
付
け
李
y
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
。
『
住
居
番

号
通
知
s
』
と
戸
番
標
の
番
号
が
違
っ

て
い
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
区
か
s
き
換
え
る
も
の
戸
籍
簿
、

住
民
票
、
印
か
ん
登
録
簿
、
選
挙
人
名

簿
等
の
公
簿
は
自
動
的
に
変
罪
に
¥
チ

の
で
、
皆
靡
か
が
手
靨
{
哥
莨
冫
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
各
種
被
保
険

者
証
は
、
新
住
所
に
し
た
も
の
を
後
B

お
送
り
し
手

。

・
ご
本
人
で
s
き
換
え
て
い
た
だ
く
も

の

登
記
簿
上
の
土
地
、
建
物
の
所
有

者
住
所
や
、
会
社
等
の
所
在
地
、
代
表

者
の
住
所
変
更
は
、
ご
夲
入
の
申
請
で

手
続
き
し
て
い
た
だ
き
嫐
y
。
所
管
の

登
記
所
(
東
京
法
務
局
城
北
出
張
所
)

へ
む
涵
け
ぐ
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
く
ゎ

し
く
は
、
す
で
に
お
送
卩
公
亊
続
一

覧
譽
芦
覧
ぐ
だ
さ
い
。

・
運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
に
つ
い
て

西
新
井
審
察
署
が
今
人
セ
ン
タ
ー
で
出

張
客
抖
け
し
ま
あ
で
ご
利
用
ぐ
だ

さ
い
。
▽
7
月
S
t
n
'
午
前
9
時～

午
後
t
時
マ
8
月
6
日
、
午
前
9
時

1
午
後
t
時

圏
住
居
表
示
変
更
証
明
一
の
発
行
今

回
の
住
居
表
示
実
施
に
伴
い
、
各
種
の

住
所
茖
旱
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、

7
月
卿
只
λ
蕪
料
で
発
行
し
豕
y
。

中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当
ま
た

は
区
民
事
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居

表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

住居表示実施区域略図

小

学
4

～
6

年
生

の
皆
さ
ん
へ

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
て

素
敵
」
作
文
を
募
集

し

ま

す

く
ゎ
レ
く
胝
置
……
一
…
…

。　
(
3
-

。
8
8
2
)

シ
ー
ト

十

㈹
ま
で

参
議
院
議
員
選
挙

投
票
日
　
7
月
2
3日
(
日
)

投
票
時
間
午
前
7
時
～
午
後
6
時

今
回
の
選
煢
ぽ
、
最
初
に
お
渡
し

t
Q
投
票
用
紙
(
薄
黄
色
)
に
は
東
京

都
選
出
の
侯
補
者
名
を
、
次
に
お
蓆
U

t
鳶
蔡
用
紙
(
白
色
)
に
は
拓
例
代

表
選
出
の
政
党
名
等
を
書
き
豕
y
。
2

回
の
投
票
が
あ
ひ
一一子
の
で
間
違
え
の

な
い
ぷ
つ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
所
入
場
笳
壜
券
を
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
扮
蔡
所
で
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
し
だ
い
枌
覃
T
9

にと
が
で

き
祟
T
。

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
選

挙
筐
埋
署
員
会
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国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」

国
保
課
で
は
、
今
年
も
民
宿
な
ど
を

借
り
上
げ
、「
酊
の
家
・
山
の
家
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
抽
選
終
了

後
の
噐
勁
用
を
受
付
中
で
す
。
施
設

に
よ
っ
て
は
ま
だ
雷
室
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
囗
8
月

3
0日
ま
で

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
動

の
方

申
込
凵
電
話
予
約
の
う
瓦
使
用

料
を
窓
口
へ

受
付
凵
利
用
日
の
ふ
日

前
ま
で

申
・
問
先
卜
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8旦
5
1
2
2

<海の家>

<山の家>

*1 部屋の定員6 晝… 4人、75 畳・・・5人、8畳… 5人、9畳… 4人、10畳‥・6人、1棟… 5人*9
畳は、ベッドが4 台入っています。

* 海の家、山の家とも食事や寝具の出し入れは、セルフサービスです。

(ご
)
(存
)(じ
)(で
)
(
す
)

(か
)

沿
道
環
境
整
備
事
業

区
で
ほ
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路

交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止

と
適
正
か
っ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促

進
を
図
'
(だ
め
、
日
光
眼
迫
(
荒
川
以

北
)
と
環
状
7
号
線
沿
道
の
沿
道
整
備

計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

直
凝
靠
計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の

お
お
む
ね
3
0
m
)に
お
い
て
次
の
行
為

を
行
う
燮
ほ
、
建
築
確
認
申
請
と
は

別
に
当
銹
汀
為
の
着
手
の
3
0日
前
ま
で

に
届
出
が
必
要
呉
汚
吏
夛
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

1
.
土
地
区
画
形
質
の
変
更

2
.
建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増

築3
.
建
築
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
　

匠
の
変
更

ま
た
、
沿
道
整
備
計
画
に
伴
う
条
例

施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い

て
は
、
居
室

陷
道
の
お
お
む
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工
事
費
の

一
部
助
成
制
度
や
騒
音
が
背
後
へ
通
り

抜
け
な
い
よ
う
な
建
物

羅
衝
建
築

物
)
に
す
る
た
め
の
建
築
費
等
を
一
部

助
成
す
る
制
家
を
冐
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
千
住
本
庁

舎
ふ
虱
う
く
り
課
事
業
第
二
係

き
　
3
8
8
2
}
-
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー

グループで参加しませんか
荒川クリーンエイド' 95

荒川の一斉清掃

区民のみなさんの貴重な自然と
のふれあいの場、憩い の場として
多くの方に親し まれている荒川。
荒川に対する親し み、理解を深め
てい ただくために、今年も。荒川
流域区市で一 斉に清掃活動を行い
ます。

グループごとに参加して、荒川
河川敷のごみのデータ調査や、荒
川の水質調査を体験してみません
か。ぜひ、ご参加ください。日
時=H月12日( 日) 、午前9時～11時
主催= 厂荒川クリーンエイト' 95」
実 行委員会 ※ 事前にキ ャプテン
育成講座があります。くわしくは
お問い合わせください 問先= 土
木部計画調整課S3880- 5201

区
民
教
養
講
座

日時=7 月23日旧)、午後1 時3C)分( 1
時受付) 場所==こ青年センタ ー

内容= 足立区の板碑( 足立区文化
財保護審議会委員・磯周二氏) /
足立と八潮の交流について( 八潮
市立資料館長・遠藤忠氏) 費用=
無料( 先着80人に資料配布) 申

込こ当 日直接会 場へ 問先= 郷土
陣物館　3620- 9393

1

1

奏

あ だ ち ま つ り

A- Fest a' 95通信

まつり 実施 孥定白肖0 炮4 乃 在
日 場所= 荒 川河 川 敷 虹 の繝

塀。,匙盂俾叭西口等。ハ ト 芻岬
今年も記念T シ ャツを販売す

る予 定で す。Mr チ ャップ ンの

タイタック( 70( ) 円) 、ピ ンブロ
ー チ( 5{ XFI } もあ り ます。収益

はまつりの経費にあてます。
また、現在プログラム広告を

募集中です。くわしくは、まつ
り委員会事務局 まで。 問先=
足立l xl x 叭まつり委員会事務局(

中 央本町庁 舎・地域 振興課 育
成;係) 　3880- 5173

第
2

回

ホームヘルパー
養成講習3 級課程

日 時等= 表1 対象= 区吟

在住でホームヘルパーとし
て働くことを希望し 、講習

期間中、全日を通し て受讀
できる方 定員=44 人( 拑

選) 費用= 無料 申込=
ハガ キに住所、氏名、職業、

電話 番号、生 年月 日、「才
一 ムヘ ル パ ー講習 受 講毒
望」と明記 期限=7 月2∠
日 必 着 申 先= 千 住 本庁
舎・高齢社会対策 課推進磚

〒120千住1- 4- 18
3882- 1111( 代) 問 先=

総合ボラン ティアセンター
3870- 0061

表1　 ホームヘルパー養成講習日程

奈施設実習、爾理技術を除き、いずれも場所は総合ボランティア
センター( 日ノ出町団地内) 、飼理技術は、西綾瀬ボランティア
センター、施設実習は、いずれか1 日を選択

綾
瀬川み

んなで水質調
査

あなたも川の 豆研究者に!

バスで綾瀬川を巡って観察や実
験をし、川の汚れを調べます。環
境課の職員がわかり易く指導しま
す。夏休みの自由研究にピッタリ
です。日時=7月21日金、午前8
時30分～正午費用=無料集合
場所==教育研究所前( 旧教育セン
ター) 対象こ区内在住・在動・
在学の方〔小学生以上〕 定員=45
人(先着順) 申込= 電話 申・問
先= 環境課調査担当
38805375

東 部障害福祉総合センター

夏期ワープロ教室 初心
者

向け

センターに通っている障害者と
ー一澑に楽しくワープロを学びま
せんか日時=8月7日～10日
Aコース・-・午前9時30分～11時3( )
分/ Bコース…午後1時30分～3

時3(汾 対象= 区内在住・在動の
方 定貝= 各コ ース7 人 費用=
無料 申 込= 往復ハガキで、氏 名、

年齢、住所、電 話番号、希望 コー ス
を明記 期限=7 月20日消印有効

場・申・問先= 東部恥害福祉総合セ
ンタ ー・夏期ワープロ教室係 〒121

裲l珂r剞2- 6- 18　5682- 5370

スタンプラリー
にチャレンジして
みませんか

豆はっぴ贈呈
区の施設や名所旧跡など、区内
20ヵ所にあるオリジナルスタンプ
を楽しみながら集めていただく　

「あだちスタンプラリー」。10力
所以上スタンプを集めた方には、
記念品を用意しています。また、
8月1日～31日までの期間は、先
着300 人の方に 通常 の記念品の ほ
かに 、特別記念品としてオリジナ
ル豆は っぴを差し上げます。この

機会に ぜひ 挑戦し てみ てくだ さ
い。 申・問先= 足立区観光協会

(中央本町庁舎 ・産業振興課内) 　3880- 5191

足立合唱連盟

第15回合唱祭
今同の自唱祭には、ゲストに六

声会の皆さんをお招きし、区内で
活躍する合|昌団 が日ごろの練習の

成 果を発表し ます。 日畤=7 月16
日韜】、午後1 時30 分開演 場所=
ギ ャラクシテイ( 入場無 料) 問
先= 合唱郤盟事務局・芳尾
3881- 554 〕7【夜 間】 千 住 木 庁

舎・文 化 振 興 係
3882- 】I l l (代)

青年センターの催し 忙しいお父さんのための
アウト ・ドア入門講座

自然の素材で食器つくり、薪で
ご飯を炊く方法など、ちょっと屶
つているだけで、お父さんの株が
く・～んと上がることまちがいなし
です。日時・楊所=D7月19
日、午後7時～9時…青年センタ

-に、7月28日、午後6時～9時
… 元溯江公園 定員=20 人( 先着
順) 費用= 無料( 料理材料費の
み実費必要) 申込= 電話 場・
申・問先こ青年センタ ー
3890- 0061

( 一)( 部)( 利)( 用)(を)( 再)( 開)(し) (ま)(す)

総合スポーツセンター
4 月から利用していただいてい

る柔道場・剣道場 ・アスレチック
ルーム・会議室に続き、8 月から

は小体育館カ琢|』用でき ます。なお
大体育館は、工事のため8 月から8
年3 月まで使用でき ません。ご
協力をお願いし ます。 問先= 千
住本庁舎・体育管理係
3882- 111U 代)

ご協力を
お願いし ます

世論調査を行います 7月12日～27日

区では、区民の皆さ んの声を区

政に牛かすために、毎年 「足立いく
政に関 する世論調査」を 行ってい
ます。今回の テーマ は、「健康診
査、芸衙・文化、広報紙( 誌) ほかJ
です。調査は、区が委託し た調査
余社 の 専門 調 査員がお 宅を 訪問
し 、聞き取りで行います。結果は

統計的に数字で処理しますので、
個人の名前が出ることはありませ
ん。ぜひ、ご協力をお願いします。
期間こ7月12日～27日対象=住
民 基本台帳から無 作為に選んだ20
歳以上80歳禾満の区民2 千人 問
先= 千住木庁舎 ・広聴相談係
3882- 1111( 代)

教育研究所の臨時休館
殺虫消毒作業のため7 月30日㈲

は臨時休館し ます。 問先= 教育

研究所　3850- 8801

◎ 「あだち広報」は再生紙を使用しています TY240, 000


